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要旨
メソアメリカ文明における球技は，時代，地域に関わらず，重要な文化要素であった。また，
球技はメソアメリカと非メソアメリカを分ける文化要素の一つにもなり得る。本稿で対象とする
ホンジュラスはメソアメリカ文明の一部であるマヤ文明の南東部にあたり，メソアメリカ文明や
マヤ文明における周縁地域とされている。それゆえ，ホンジュラスにおける球技を研究すること
は，コパンを中心としたマヤ南東部と非マヤ周辺地域を視野に入れた球技文化の分化と変遷を解
明することにつながる。この研究に伴って，当時の政治的関係やパワーバランス，文化領域，地
域間交流などに言及することも可能となる。しかし,ホンジュラスでは球技研究は盛んではない。
近年になって球技場のデータベースも作成されているものの，研究者によって確認されている球
技場の総数は異なっており，ホンジュラスにおける球技研究は錯綜しているのが現状である。そ
のような事態から脱却するためにも，文献を読み込むだけでなく，実際に遺跡を訪問し，球技場
を踏査する必要がある。
今回，4遺跡5基の球技場（ガルホキート遺跡，ラ・ウニオン遺跡，ロンカドール遺跡，コパ
ン遺跡）で遺跡訪問・踏査を行ったので,本稿では,その報告を行う。加えて,踏査を踏まえて，
今後の球技研究で着目していく3つの観点（石材と建築技法，方位軸，型式）を提示する。
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Abstract
TBallgameshavecomprisedanimportantpartofculturethroughoutallperiodsofMesoamerican
civilization.Assuch,thesegamescanbeawayofdistinguishingbetweenMesoamericaandnon-
Mesoamericaculmres.Thefbcusofthisarticle,Honduras,islocatedinthesoutheasternMayaregion,
anareathatisalsoregardedasperipheralwithinMesoamerica.Thus,asmdyofballgamesinHonduras
clarifiesbothdifferencesandtransitionsintheculmreofthesegamesbetweenthesoutheasternMayaand
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non-Mayaareas.Thissmdyalsohighlightspoliticalconnections,thebalanceofpower,theculmralsphere,
andinter-regionalinteractionsatthistimeinthearea.Therehavebeenalimitednumberofprevious
smdiesonballgamesinHonduras,however;Researchershaverecentlycreatedaballcourtdatabasefbr
thiscountry,butopinionshavedivergedregardingthetotalnumber.Asthesesmdieshavebecomeapoint
ofcontentioninacademiccircles,IconductedacomprehensivesurveyofHonduranballcourtsinorderto
contributetothisdiscussion.
Ivisitedfbursitesandsurveyed6veballcourtsacrossHondurasduringthecourseofthissmdy(thesites
ofGuaUoquito,LaUnion,Roncador,andCopan).Theresultsofthissurveyarepresentedhere,alongside
threeperspectivesfbrthefilturestudyofballgamesinHonduras,thestonematerialandarchitectural
techniqueused,theirorientation,andtheballcourttype.
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1．はじめに
スペイン人の到来以前に新大陸で栄えた古代文
明の一つにメソアメリカ文明（図l)がある。そ
の文明は現在のメキシコ北部から中央アメリカ北
部l)を範囲として興隆し，紀元前2000年頃から紀
元後16世紀までの間にメソアメリカに含まれる諸
文明が盛衰を繰り返した。メソアメリカ文明の諸
文明では，文字や暦，神殿ピラミッド，高度な天
文学，トウモロコシを基盤とした生業，人身供儀
などの様々な文化要素が共有されていた。その中
でも際立った要素の一つとして，球技が挙げられ
る。マヤ文明を含むメソアメリカ文明における球
技とは，現代のスポーツのような意味以上に儀礼
性を強く帯びていたとされる2)｡
そうした球技のルールは地域．時代によって差
異があったと思われる。しかし，基本的には’2
～4人で構成された各チームが手を使わずに上腕
や腿を使い，ゴム製のボールをコントロールした
(Millerl989:22)。そして，マー カー と呼ばれる
ゴールに相当するものに当てる，もしくはゴール
リングにボールを通すことによって得られる得点
数で勝敗を決したと言われている。また，球技は
一般的に，字型をした球技場と呼ばれるスペース
にて行われていた。加えて，この球技で扱うボー
ルは直径20cm前後，その重さは4kg前後にもな
り，プレーに際しては危険を伴うものであったた
め，球技者は防具3)をつけてプレーをしていたと
される(Coe2003:197-198)。こうしたメソア
メリカにおける球技について，特筆すべき点を二
つ挙げることができるだろう。
一つ目に広域な時間的・空間的分布である。
メソアメリカ各地の遺跡から球技場が見つかっ
ているが，それらはアメリカとの国境沿いから
ホンジュラスまでと広範囲に分布している（横
山2000:92)。また，発見された球技場の総数
は2013年の時点で2000基にも上る(Taladoire
2015:157)。そうした球技場の中でも，パソ・デ・
ラ・アマー ダ(PasodelaAmada)遺跡4)で発見
された球技場は前1400年に築造されたとされてい
る(Hill,BlakeandClarkl998)。また，メキシ
コ中央高原では球技者を模した前1500年頃の土偶
(Bradley2001:32-33)が発見されているのに加
え，メキシコ湾岸地域では前1600年～前1200年に
相当するゴムボールが出土している(Ortizand
Rodriguezl999:228-232,242-243)ことから
も，球技はかなり早い段階から行われていた文化
要素と考えられる。このように球技は時代や地域
を問わずに存在する重要な文化要素であった。こ
のことは．メソアメリカ文明の一部を成すマヤ文
明においても同様のことが言える。
二つ目は現代スポーツへの継承である。スベイ
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図1：メソアメリカ地域と主要遺跡（青山2007:9-10図1を改変）
ン人による征服が行われる前から連綿と続いてき
た球技だが，征服期においては先住民の思想弾圧
の一環として球技も異端要素とされ，禁止措置が
なされた時期もあった(Leyenaarl978:1)。し
かし，水面下で形を変えつつ球技は受け継がれ，
現在もメキシコ西部を中心に伝統的なスポーツと
して人々 に親しまれている(Leyenaar2001:122
-129)。最近では，地域の伝統として祭事の際に
行われているだけでなく，観光事業の一環として
も球技パフォーマンスが利用される事例も見られ
る。このように，球技とはメソアメリカにおける
文化や当時の人々の精神世界を理解するために不
可欠なものであると同時に，現代の先住民文化を
理解する上でも重要な要素である。本稿では，球
技が行われた「空間」である球技場に焦点をあて
て考察する。特に筆者の調査地である中米のホン
ジュラスにおける球技場を本稿では対象とする。
2．ホンジュラスにおける球技場
本稿で対象とするホンジュラスは，メソアメリ
カ文明圏の中では周縁に位置し，非メソアメリカ
地域と隣り合わせになっている地域である。球技
場の分布（図2）を見た場合でも，ホンジュラス
中央部までは球技場が確認されている一方，ホン
ジュラス東部およびニカラグア以南では確認され
ていない5)。また，球技に関連する遺物であると
されるユー ゴ6)，アチヤ7)，パルマ8)もホンジユ
ラス東部やニカラグアではほとんど見つかってい
ない9)(Haberlandl991:13-16)。つまり，球技
という文化要素がメソアメリカか否かを決める一
要素となりうる。こうした「文明の境界線」にあ
たるホンジュラス．そしてその境界を定める文化
要素である球技を対象として研究する意義は大き
いと考える。
例えば，メソアメリカ文明圏に属するマヤ地域
とそれに隣接する非マヤ地域に焦点を当てた場
合，球技文化とは両地域の間において，どのよう
に伝えられ，どのように受容されていったのか
を考察することができる。この地域の大都市であ
るコパン(CopAn)様式の球技文化が，コパンか
ら周辺地域に伝えられていったのか，もしくは周
辺地域がコパンを模して球技を行っていたのか，
それともコパンやメソアメリカ中心部からは球技
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文化の影響を受けることなく，周辺地域の社会が
独自の球技文化を有していたのか，このような球
技文化の分化と変遷を明らかにできる可能性があ
る。加えて，球技という一文化の伝播や，その過
程における文化の移行と受容の実態を考察するこ
とを通して，コパンを中心としたメソアメリカ南
東部と非マヤ周辺地域における当時の政治的関係
やパワーバランス，文化領域，地域間交流などを
より鮮明にするための一助となるのではないか。
よりマクロな視点で見ても，球技文化の分化と変
遷に関しては，マヤ南東部のみならず，メソアメ
リカ全体を対象にした際にも議論の余地がある。
特に，古典期後期'0)以降盛んになるメキシコ湾岸
地域の球技文化がマヤ南東部の球技文化とどのよ
うな関係にあるのかを紐解いていくことは，球技
研究への貢献につながるだろう。
しかし，現状として，ホンジュラスにおける球
技研究は盛んではない。基本的に，各遺跡の発掘
調査の際には，遺跡内の一遺構として球技場も解
釈がなされている。他の遺跡の球技場との相違点
を述べることはあっても，ホンジュラスにおける
球技場の傾向を論じることはない。近年になっ
て，ハー バー ランド(WolfgangHaberland)が
？
ホンジュラスおける球技場をデータベース化する
(Haberlandl991:16)とともに，タラドア(Eric
Taladoire)がホンジュラスにおける球技場の統
計を作成している(Taladoirel981;2001:98)。
しかし，データベース化と統計化に留まっている
のが現状であり，そうしたデータベースや統計を
用いて，ホンジュラスにおける球技場の傾向を分
析するような包括的研究は未だ本格的に行われて
いない段階にある。
また，ハーバーランドはホンジュラスにおけ
るll遺跡に計12基'1)の球技場が存在していると
報告している(Haberlandl991:16)一方，タラ
ドアの挙げている球技場数は11遺跡で計15基と
述べている(Taladoire2001:98)。このような不
一致は，遺跡の名前が変更されたり，人によっ
て遺跡の呼び名が違っていたりすることに起因
する(Haberlandl991:14)。例えば，ハー バー
ランドはラ・ウニオン(LaUnion)という遺跡
の球技場をデータベースに加えているが，ルナ
ルディ(FedericoLunardi)はそれをラ・イネア
(Lalnea)と呼んでいる(Lunardil946:37)。こ
のような場合，球技場を重複して数えてしまう可
能性がある。加えて，報告されている球技場の中
〆｡"
図2：ホンジュラスにおける球技場分布(Haberlandl991:14fig.3を改変）
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には図面のみを用いてその存在が推測された場
合もあり，本当に球技場か疑わしいものもある
(Haberlandl991:13-14)。
こうした球技研究の現状から脱却するために
も，報告書や論文で球技のデータを収集するだけ
でなく，実際に現地に赴き，その現状を確かめる
必要がある。また，そうした実地調査を基にした
データベースの作成・改善を繰り返しつつ，包括
的な研究を行っていくことで，ホンジュラスにお
ける球技研究の進展に貢献できると考えている。
今回，筆者は2017年1月下旬から2月末にかけて
ホンジュラスに滞在し，報告書や論文を読み込み
つつ，実際に球技場を有する遺跡を訪れてホン
ジュラスにおける球技場の現状を確認する機会を
得た。そのため，本稿ではホンジュラスにおける
球技場の踏査報告を行うとともに，踏査をもとに
した予察を述べる。
して立地している並行した二つの建造物を球技場
と推測している。
<踏査で得られた知見〉
現在，この遺跡は幹線道路によって貫かれてお
り，道路の東西に遺跡が広がっている状態となっ
ている。加えて，遺跡に該当する範囲の土地のほ
とんどでトウモロコシ栽培がなされている。また，
遺跡の西側にはウルア(Ulda)川が流れる。球
技場が立地している区域もトウモロコシ畑になっ
ており，背丈以上にもなるトウモロコシが生い
茂っているため，球技場の全貌をはっきりと確認
することは難しい状況であった（図4)。5，6月
になればトウモロコシを収穫する時期になり，ト
ウモロコシが刈られた状態になるため，この時期
に再度訪れることができれば，より詳細に球技場
のマウンドや地表面などを観察することができる
と思われる。
球技場と思われる地点の地表面（図5）には，
拳ほどの石が多く確認された。それらの石は丸
く，角が取れており，川石と思われる。これは，
3．遺跡訪問・踏査
2017年の2月11日,12日,18日の3日間で球技
場を有するホンジユラスの遺跡4箇所を訪れ，5
基の球技場を現地で確認することができた'2)。以
下では，各遺跡の立地，各球技場に関わる先行研
究に加え，今回の遺跡訪問・踏査から得られた知
見を述べていく。
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回_、毒‘3-1．ガルホキー ト(Gualoquito)
ガルホキート遺跡（図3）はサンタ・バルバラ
(SantaBarbara)の町から10kmほど北に離れた
地点に位置している(Ashmorel987:89-101)。
ガルホキート遺跡は約8haの範囲に広がってい
る。1983年に幹線道路が作られる前には,48基
の建造物が数えられていた。この遺跡では，サ
ンタ・バルバラ・プロジェクト(ProyectoSanta
Barbara)の一環として，アシュー モア(Wendy
Ashmore)によって1983年から1986年の問に調
査が行われており，その際，グループIと呼ばれ
る区域が主に発掘されている。アシューモアは球
技場についても言及しており，グループIに隣接
』??
、
賭‘鯉患罰曙〆
図3：ガルホキート遺跡／遺跡地図
(Ashmorel987:92fig.2を改変）
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3-2．ラ・ウニオン(LaUnion)
ラ・ウニオン遺跡（図6）はコパン・ルイナス
(CopanRuinas)より直線距離で南東に約35km
離れており，セセカパ(Cecebapa)もしくはク
クヤグア(Cucuyagua)と呼ばれる谷に位置して
いる(Stromsvikl952:199-201)。ラ・ウニオン
の町から約2kmの距離に遺跡は位置しており，
遺跡の近くにはカカオ(Cacao)川やイギート
(Higuito)川が流れている。この遺跡では,215
基のマウンドが数えられており,1.5km×5kmの
エリアに点在している。1940年には，ストロムス
ヴイック(GustavStromsvik)によって，踏査
と発掘調査が行われている。その際，ストロムス
ヴイックは球技場の境界，ベンチ'4)などを発見
しており，球技場を構成する石材や球技場を装飾
していたとされるコンゴウインコの石彫に関し
て言及している。なお，このコンゴウインコの石
彫が，後述するコパン遺跡の球技場Aで発見され
た石彫と類似しているため，ラ・ウニオンの球技
場も古典期後期に相当すると推測している。1997
年以降，サンチェス(CarleenD.Sanchez)の
ラ・ウニオン遺跡における調査によって，球技場
球技場が隣接しているグループIに川石が使わ
れていたというアシューモアの記述(Ashmore
l987:100）に一致するため，グループIの川石が
崩落して球技場側に崩落した可能性を示している
のではないか。もしくは球技場の一部も川石を用
いて築造されていたと考えられる。グループIが
エリー ト層の居住域である(Ashmorel987:94)
ことを踏まえれば，球技場は遺跡の主要部に隣接
している。球技場のプレーゾーンにあたる場所は
全長約20m,幅約7mと考えられる。方位軸は
南北基軸となっており，磁北から西に10度ほど
ずれている。型式としてはOpen-ended型'3)に該
当する。本稿における球技場の型式分類に関し
ては，スミスやタラドアの分類法(Smithl961;
Taladoirel981;Taladoire2001:103-108)に従っ
ているが,Open-ended型とEnclosed型の二つに
大別している。
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図4：ガルホキート遺跡の球技場のマウンド
（南から撮影）
図6：ラ・ウニオン遺跡／遺跡地図
(Stromsvikl952:200fig.7を改変）
図5：ガルホキート遺跡の球技場のマウンド
地表面
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も対象にした測量調査が行われている(Sanchez
l999:4)。また，先述したように，ルナルデイは
ラ・ウニオンとは遺跡名ではなく，町の名前だ
と捉えており，この遺跡をラ・イネア(Lalnea)
と呼んでいる。
<踏査で得られた知見〉
踏査したエリアは現在放牧を行っている様子で
あった。遺跡の範囲内では，他にもタバコやコー
ヒー，トウモロコシの栽培が行われている。球技
場（図7）の東マウンドは草で覆われており，石
の露出はあまり確認できないものの，西マウンド
は石がかなり露出しており，川石だけでなく，加
工されたような石も見られた（図8)。この球技
場を調査したストロムスヴィックはベンチの上部
は川石で舗装され，ベンチの角には仕立てられ
た石が用いられていたと述べている(Stromsvik
図7：ラ・ウニオン遺跡の球技場のマウンド
（南西寄りから撮影）
図8：ラ・ウニオン遺跡の球技場のマウンド
地表面
1952:199)ので，おそらくこれらに相当するも
のが観察できたものだと考えられる。また，球技
場の北側，特に西マウンドは川によって削られて
いるため，マウンドの断面を垣間見ることができ
る（図9)。現在も球技場の北には小さな川が流
れている。球技場の規模としては，プレーゾーン
が全長約25m,幅約7mである。方位軸は南北基
軸で,磁北から東に約6度ずれている。型式とし
ては,Open-ended型である。また，球技場の南
に広い広場が2箇所あり，球技場は遺跡の主要部
に隣接する立地となっている。
加えて，この遺跡からは球技場のマーカーとし
て機能していたとされるコンゴウインコの頭の石
彫が二点確認されている。一方で，ルナルデイは
コンゴウインコの頭の石彫を三点確認したと主張
している(Lunardil946:37)。いずれにせよ，こ
れらの石彫は球技場の東マウンドの南側から発見
されており，おそらく東西のベンチに二点ずつ対
になって置かれていたとされる。しかし，現在確
認することのできる二点の石彫以外は川によって
流されてしまったと考えられている。確認できる
二点の石彫に関しては，ラ・ウニオンの町の中央
公園に球技場のモニュメントとともに飾られてい
る（図10,11)。石彫の大きさとしては,1.5mほ
どの高さがある｡このオリジナルの石彫以外にも，
コンゴウインコの像が中央公園にいくつか置かれ
ており，この町のシンボルとなっている。
図9：ラ・ウニオン遺跡の球技場のマウンド
(西ベンチ）の削られている部分（北から撮影）
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図11：ラ・ウニオン遺跡から見つかった
コンゴウインコの頭の石彫
図10:ラ・ウニオンの町の中央公園における
球技場のモニュメント
ち入ることができなかったが，遠目から見た様子
では，球技場の北半分は遺跡の大部分と同様に草
で覆われている一方で，南半分はミルパとして利
用されている。また，今回踏査した他の4つの遺
跡と比べて，球技場にあたるマウンドが低い状態
であった。特に球技場の東ベンチにあたるマウン
ドがかなり流出していると考えられる。幹線道路
西側の部分には,40m×35m規模の主要広場が存
在している。そのすぐ南に球技場（図13,14)が
3-3．ロンカドー ル(Roncador)
ロンカドール遺跡（図12)はラ・ベンダ(La
Venta)谷の北側に立地している(Nakamura
1996:69-71)。また,チヤメレコン(Chamelec6n)
川の右岸から100mほどの距離にある。遺跡は約
660m×600mの範囲に広がっており,208基の建
造物が確認されている。ラ・エントラーダ考古学
プロジェクトの一環として，中村誠一，猪俣健ら
によって踏査や表面採集発掘調査がなされてい
る(Inomatal985;Nakamural986;1996)。球技
場の存在について言及されているのに加え，一部
発掘がなされている。その際，球技場のマーカー
は見つかっていない。また，球技場を築造するた
めに，近くの山から入手可能な石灰岩を用いるの
ではなく，一部でこの地域では入手困難な凝灰岩
を用いていることが判明している。
<踏査で得られた知見〉
ガルホキート遺跡と同じように，幹線道路がこ
の遺跡を貫いており，遺跡は道路の東西にまた
がっている。その道路の西側に遺跡の大部分が立
地している。今回踏査を行った際には，遺跡全体
が腰下くらいまでの草で覆われているために，蛇
や蜂が住まう環境となっており，非常に立ち入り
にくい状況であった。3～4月になって乾季が本
格化すればまだ草丈も低くなる可能性はあるもの
の，草刈していない状況では思うように遺跡を踏
査できないのが現状である。
蜂や蛇の住まう草に阻まれて球技場部分には立
,亨迄
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図12：ロンカドール遺跡／遺跡地図
(Nakamural996図録fig.14を改変）
メソアメリカ南東部における球技文化：ホンジュラスにおける球技場からの予察 107
図14：ロンカドール遺跡の球技場のマウンド
（西ベンチに相当／北から撮影）
図13：ロンカドール遺跡の球技場のマウンド
（東ベンチに相当／北から撮影）
球技場とされている。一方，球技場B(図17)は
中心グループから大きく離れた区域に立地してい
る。球技場Bはファー シュ(WilliamL.Fash)と
レー ン(ShereeLane)によって発掘が行われて
いる(FashyLanel983)。球技場Bも三層になっ
ているが，築造年代は古典期後期と考えられ，後
あり，遺跡の主要部に隣接して球技場が立地して
いると言える。遺跡の平面図を見る限り，全長約
18m,幅約8mの規模だと考えられる。方位軸は
南北基軸であり，型式はOpen-ended型である。
3-4.コパン(Copan)
コパン遺跡（図15)は隣国グアテマラとの国境
から12kmほどに位置している（中村2007)。コ
パンの周辺地形は谷が連続しており，遺跡の近く
にはコパン川が流れている。コパン川はモタグア
川の一支流であり，ホンジュラスとグアテマラの
国境に沿うようにして高地からカリブ海へと流れ
ていく。コパン遺跡の中心グループでは，北には
多くの石碑や祭壇が配置された大広場が，南には
コパン王家の行政居住区域と考えられているアク
ロポリスが存在しており，両者の間に球技場が立
地している。
コパン遺跡では2基の球技場が確認されている
ので，中心グループの球技場は球技場A(図16)
と呼ばれている。球技場Aは1937年からストロム
スヴイックによって発掘調査・修復が行われてい
る(Stromsvikl952;FashyLanel983)。その際，
球技場Aは三層になっており，内部に古い時代の
球技場が組み込まれていたことが判明している。
現在我々が目にしている球技場は古典期後期に築
造されたと考えられるが，三層の中でも一番古い
球技場は古典期前期に築造されたと考えられてお
り，マヤ南東部においても最初期に築造された
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図15：コパン遺跡／遺跡地図
(FashyLanel983:506fig.H-1を改変）
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図16：コパン遺跡の球技場A
（北から撮影）
図17：コパン遺跡の球技場B
（北から撮影）
図18：コンゴウインコのモザイク石彫
古典期まで利用された痕跡が見られる。球技場A
は王権や儀礼に関わるパフォーマンスとしての球
技が行われる場所であったと推測される一方で，
球技場Bはその立地から練習用の球技場と考えら
れている。
<踏査で得られた知見〉
球技場Aは先述したように中心グループに立地
している。ll号神殿をはじめとするアクロポリス
からは球技場を見下ろすことができ，当時，王た
ちはこの地点から球技の様子を眺めていたと考え
られる。球技場の両ベンチには3点ずつコンゴウ
インコの石彫がマーカーとして配置されている。
また，球技場の東ベンチに隣接する建造物10には
コンゴウインコのモザイク石彫（図18)が装飾さ
れている。この図像表現は，コンゴウインコ（太
陽の象徴）と暗闇を表す文字，トウモロコシと
いった要素で構成されており，「太陽の象徴であ
るコンゴウインコが闇や死を打ち破り，再びこの
世に現れることでトウモロコシを生育させ，豊穣
をもたらす」という意味が体現されている(Fash
2001:127-129)。球技場を構成する石は大ぶり
な切石が用いられており，特にベンチ上部を構成
する石の中でもプレーゾーン側の部分には巨大な
切石が用いられている。プレーゾーンの全長は約
27m,幅約9mであり，方位軸は南北基軸であ
る。真北から東に約4度ずれている。型式として
はOpen-ended型にあたる。
一方，球技場Bはプレーゾーンの全長約18m,
幅約6mであり，球技場Aと比べてみても明らか
に小型の球技場となっている。球技場Bを構成す
る建造物の高さも低いだけでなく，球技場のベ
ンチ幅も狭い。これらの観点でも球技場Aよりス
ケールの小さい球技場だと言える。方位軸は南北
基軸であり，型式はEnclosed型に該当する。東西
両ベンチの裏に階段がつくられており，特に西ベ
ンチ裏はその全面に階段がある。球技場を構成す
る石は球技場Aと比べても小ぶりな切石が用いら
れており，ベンチ上部にはかなり鋭角的に切られ
た石が用いられているのが特徴的である。
4．予察
今回の踏査と文献の読み込みを踏まえて，今
後，この地域における球技文化の起源と分化の仕
方を明らかにし，球技という一文化要素から見た
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当時の政治情勢や文化領域を復元していくため
に，着目するに値すると思い至った観点が三つあ
るので以下に提示したい。
①球技場築造の際に用いられた石材と建築技法
先述したように，ロンカドールでは，球技場を
築造する際の石材として，凝灰岩が用いられてい
る(Nakamural986:25-27)。球技場に凝灰岩
が用いられる事例はロンカドールだけでなく，
ラ・ウニオンでも報告されているのに加え，その
事例はコバンに類似することが指摘されている
(Stromsvikl952:199)。また，球技場を構成する
資材として，川石を舗装するために利用し，その
上に漆喰を上塗り用に用いるという事例もラ・ウ
ニオンやロンカドールで報告されているととも
に，同様にコパンの類似する手法と述べられてい
る。ガルホキートは発掘がなされていないので詳
細は分からないが，踏査時に地表面に見られた川
石のことを踏まえれば，コパンと同様に球技場の
築造時に川石が用いられていた可能性は十分にあ
る。このような事例から，球技場を築造する際の
石材選択や建築技法を当時の人々が共有していた
可能性がある。特に，ロンカドールの事例は，近
隣で採集できる石灰岩を用いるのではなく，入手
困難な凝灰岩を用いていることからも，何らかの
志向性が働いていたことを示している。
こうした球技場の建築法が，コパンから周辺地
域へと伝わったのか，それとも周辺地域がコパン
の手法を真似たのかは現時点で断言できない。し
かし，コパンと周辺地域に類似性があり，文化
領域的なまとまりが存在していたことを示唆して
いると言えよう。加えて，ガルホキートやロンカ
ドールは交易ルートの交わる戦略的な立地をして
いる都市である(Ashmorel987:91;Nakamura
l996:69）ため，建築手法が広まっていく，もし
くはそれを取り入れていく際には，こうした交易
の十字路に位置する都市を介されたと考えられ
る。発掘された球技場でなければ，石材や建築技
法にまで言及することは難しいが，この観点を通
して，この地域の球技場の特色やコパンと周辺地
域の関係性に言及するための一助となり得ると考
えている。
②球技場の方位軸
発掘がなされていない場合，球技場の石材や建
築技法に言及することは難しい。しかし，方位軸
はマウンドの状態であっても確認することが可能
である。方位軸は，よりマクロな視点で球技文
化の分化と変遷を解明する観点になり得る。例え
ば，パー ソンズ(LeeA.Parsons)は，メキシコ
中央高原勢力を介してメキシコ湾岸の球技文化が
太平洋岸を伝って広がるに伴って，球技場の基軸
が南北から東西に変化していく(Parsonsl991)
という説を述べている。パーソンズはグアテマラ
太平洋岸を中心に論じており，エルサルバドルや
ホンジュラスの球技場には言及していない。その
後，ホンジュラスにおいて，球技場の方位軸に着
目した研究もなされていないため,現状としては，
パーソンズの説がホンジュラスの球技場に適応で
きるかは不明である。ゆえに，ホンジュラスにお
ける球技場の基軸と築造年代に着目することで，
グアテマラ太平洋岸以東の地域への新たな球技場
基軸が伝わり受容されたのか否かはもちろん，当
時の地域間交流をより鮮明に復元することにもつ
ながると考えている。
ちなみに，踏査した球技場はいずれも南北基軸
である。パーソンズの説に従えば，これらの球技
場はメキシコ湾岸の球技文化が伝わってくる前に
築造された球技場にあたる可能性がある。いずれ
にせよ，パーソンズの説をホンジュラスでも証明
するためには，ホンジュラスにおける球技場のみ
ならず，メキシコ中央高原やグアテマラ太平洋岸
の球技場，エルサルバドルやホンジュラスの球技
場のデータを並べて，どのような傾向が出るのか
確かめる必要がある。
③球技場の型式
本稿で扱っているような大別した型式に着目し
た場合でも，分化と変遷や他地域との交流を明ら
かにする手がかりとなり得る。例えば，ハーバー
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ランドはOpen-ended型はマヤ低地を中心に伝播
していたタイプで,Enclosed型はメキシコ湾岸か
ら太平洋岸を伝って伝播してきたタイプだと述べ
ている(Haberlandl991:15)。ちなみに，踏査
した球技場は，コパンの球技場Bを除いては，い
ずれもOpen-ended型に分類される。ハー バー ラ
ンドの説を踏まえれば，コパンの球技場Bは他の
4基の球技場とは異なる地域からもたらされた球
技文化が影響している可能性がある。ハーバーラ
ンドの説では，ホンジュラスの球技場の大まかな
傾向の提示にとどまり，ホンジュラス以外の地域
における球技場のデータを提示していない。その
ため，球技場の型式という観点に着目して，他の
地域のデータを加えつつ，ハーバーランドの説を
検証することには意義があるだろう。
しかし，それだけでなく，球技場の型式は方位
軸とすり合わせることによって，球技文化の伝播
をさらに解明することができると考える。先述し
たパーソンズの説やハーバーランドの説によれ
ば，メキシコ湾岸の球技文化が太平洋岸地域を
伝って伝播してきたのが東西基軸やEnclosed型
だと述べられている。つまり，メキシコ湾岸地域
や仲介役としての太平洋岸地域の影響という共通
点から，方位軸と型式は何らかの関連性があった
のではないか。両者の説を交えれば,EnClosed型
で東西基軸の球技場を用いる球技文化がメキシコ
湾岸から太平洋岸を伝ってもたらされたのではな
いか。このように，球技場の方位軸と型式の対応
関係に着目した研究を行うことで，球技場の変容
の仕方とそれを担った地域間交流の実態を明らか
にできると考えている。
5．今後の展望
今回の遺跡訪問・踏査では，現在ホンジュラス
で報告されている球技場の約三分の一'5)を対象
に行うことができたものの，遺跡訪問・踏査でき
た球技場の数は未だ乏しい段階にある。ホンジュ
ラスにおける治安問題もあるため，すべての球技
場を回ることは難しいかもしれないが，できるか
ぎり現地を訪れた上で球技文化について論じた
い。その際，ホンジュラスでは球技に関するデー
タベースが未発達な状態にあるので，データベー
スを作成しつつ，今後はGISを用いてホンジュラ
スにおける球技場の傾向を客観的に分析すること
を考えている。
いずれにせよ，球技文化とは，当時の宗教，世
界観政治など様々なテーマと密接に関わり合っ
ており，メソアメリカ文明やマヤ文明へ多角的に
アプローチする一手段となりえるだろう。特に，
ホンジュラスにおける球技を研究していくこと
は，球技文化の分化と変遷を明らかにし，球技と
いう一文化要素から見た当時の政治情勢や文化領
域を復元していくための手がかりとなると筆者は
考えている。その際，「人」を意識することを念
頭に置きたい。文化の伝播には人の動きが関わっ
ているため，どのようにして文化が伝わり受け入
れられたのかという背景にも言及する必要がある
と考えている。そのためにも，4章で提示した石
材と建築技法,方位軸,型式という三つのアプロー
チを駆使して，今後の研究に励みたい。
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【注】
l)現在のグアテマラ，ベリーズ，エルサルバドル，
ホンジュラス西部，ニカラグア太平洋岸，コスタ
リカ北西部にあたる地域が含まれている。
2）例えば，メキシコのユカタン州にあるチチェン・
イツァ(Chichenltza)遺跡の大球技場のレリー
フには，球技で負けた選手が斬首され，その首か
ら蛇を模した血が流れ出ている様子が描かれてい
る。この場面は，球技の豊穣儀礼としての一面が
うかがえる。また，メキシコのチアパス州にある
ヤシュチラン(Yaxchilan)遺跡の神殿33号へと
続く階段のレリーフには，王が捕虜を球技で負
かした後，捕虜自身をボールのように縛り上げた
うえで，階段から蹴落としている場面が彫られて
いる。この図像に関しては，他の石碑の解読内容
も加味すると，王の即位に際して行われた儀礼で
あることが分かり，王権と球技の関連性がうかが
える。他にも，メキシコのベラクルス州にあるエ
ル･タヒン(ElTajin)遺跡のレリー フをはじめ，
各地の遺跡からも同じように球技の儀礼性を象徴
する石碑，石彫，レリーフが発見されている。こ
のようにメソアメリカ文明における球技は儀礼性
が強かった一方で，儀礼性以外の一面も確認され
ている。例えば,1529年に布教の目的でメキシコ
へと到来したフランシスコ会士のべルナルデイー
ノ･デ･サアグン(BernardinodeSahagnn)は,『フ
ロレンティン・コデックス(FlorentinCodex)』
の中で，アステカの人々が行っていた球技に関す
る記述を残しており，そこで球技の賭け事，娯
楽としての性格を伝えている(ScheleandMiller
1986;横山2000:93-94)。
3）後述するユーゴも防具だったとする説もあるが，
石製のユーゴは重さ20kgほどになり，プレーの際
の実用品とは考えにくい。おそらく儀礼用に使用
されたのであろう。おそらく，実際のプレー中に
は革製や木製の防具が用いられたと考えられる。
4）メキシコのチアパス州太平洋岸低地にある先古典
期前期・中期の集落遺跡（関・青山2005:92)。
5）ハー バー ランド(WolfgangHaberland)の球技
場分布図をもとにしているが，球技場の存在が
疑わしいと述べられているルナルディ(Federico
Lunardi)報告の球技場は分布図から除いている。
加えて，図面のみで球技場の存在を判断してい
るラ・グアカマヤ(LaGuacamaya)遺跡も図か
らは除いている(Haberlandl991)。また，ハー
バーランドによって球技場数が報告された後，エ
ル・コヨテ(EICoyote)遺跡で2基の球技場が
確認されている(Urban,Shugar,Richardsonand
Schortman2013:81)ので，エル・コヨテも図中
に加えている。
6）英語でヨーク，スペイン語でユーゴと呼ばれる。
球技の際にプレーヤーが身につけた用具で，腰の
周りにはめて腹部・腰部を守るためのものであっ
たとされる。15kg前後の重量があるため，実戦
向きとは言いがたく，実戦用のユーゴは木製の防
具であり，石製のものはそれをかたどって儀式用
途に用いたと考えられる。ベラクルスやグアテマ
ラ太平洋岸から石製のユーゴが多く出土している
（ミラー ，タウベ2000:132)。
7）本来，アチャとは斧をあらわすスペイン語である
が，メソアメリカの儀礼の中で，通常は斧ではな
く，球技の用具の一つを指す。初期のアチャはし
ばしば人間の頭部をかたどっており，おそらく戦
首級であったと考えられる。一般的には，球技具
と考えられているが，なかには球技場の装飾や標
識用にデザインされたものもあるとされる。ベラ
クルスとグアテマラ太平洋岸から多く見つかって
いる（ミラー ，タウベ20M:55-56)｡
8）パルマ（スペイン語で手のひらの意味）は，球技
の標準的な装備のひとつをかたどって作られたも
のとされる。パルマはユーゴに差し込んで用いら
れたとされ,身体の腹側に装着するものであった。
ユーゴ，アチャと違い，パルマはメキシコ湾岸地
域以外の地ではめったに発見されていない（ミ
ラー ，タウベ2000:259)。
9）ニカラグアの国立博物館にユーゴが収蔵されて
いるようだが，コンテキストは不明(Haberland
1991:15)。
10)メソアメリカ文明における時代区分は,主に石期，
古期，先古典期，古典期，後古典期に分けられる。
モンゴロイドの進出から狩猟採集に依存した「石
期」（前8000年頃まで)，植物が栽培化された「古
期」（前2000年頃まで）があり，それより後から，
メソアメリカ文明の核となる諸文明が栄えていく
「先古典期｣(前20帥年頃～紀元後250年頃)となる。
先古典期には，土器の出現,定住化,農耕の開始，
人口の増加身分格差の発生，王権の萌芽がキー
ワードとなる。また，先古典期の終わりには，ピ
ラミッドの造営や都市の建設，石のモニュメント
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に文字を刻むなどの文化要素が見られるようにな
る。その後には,先古典期の発展を土台とした｢古
典期」（250年頃～1000年頃）となり，文化の最盛
期を迎えた。古典期では，都市国家の形成，中央
集権化遠距離交易網の確立，宗教体系の成熟，
文字や暦の発達治金術の発達などが特筆すべき
点である。ちなみに，先古典期と古典期は，それ
ぞれを前期，中期，後期と三つに細分されること
もある。そして，古典期の後には，スペイン人が
到来するまで(16世紀まで）の「後古典期」を迎
えることとなる。後古典期のキーワードは，軍国
主義化，貴族や中産階級の台頭，メソアメリカ全
域を覆う交易網の確立などである。また，この後
古典期は，前期と後期の二つに細分されることも
ある（青山2007:37;井上2014:24-25)。
11)ハーバーランドの報告している11遺跡12基の球技
場とはコパン遺跡の球技場を含めていない。これ
はハーバーランドの論文が主に周縁地域を対象と
しており，コパンを意図的に除いているからだと
考えられる。コパンには2基の球技場が存在して
いるので，実際は12遺跡14基の球技場と述べるこ
とができる。
12)この3日間のうちに．2基の球技場を有するロス・
ナランホス(LosNaranjos)遺跡にも訪れたが，
球技場の立地している区域は立ち入り禁止区域に
なっており，踏査できなかったため，本稿では扱
わない。
13)Open-ended型はエンドゾー ンと呼ばれるプレー
ゾーンの両端にあたる区域が開放的になってい
る。一方,Enclosed型はエンドゾーンが石造の壁
や建造物によって閉じられ，上から見ると球技場
はI字型に見えるようになっている。
14)球技場は並行した二つの建造物によって構成され
ることが多い。二つの建造物が並行することで，
その間にプレーゾーンが形成されている。マヤ考
古学において，ベンチとは本来，支配者の住人が
座ったり，寝たりするために設けられた．一段高
くなっている室内の場所を指す。しかし，スミス
(LedyardA.Smith)が定義した球技場用語(Smith
1961)におけるベンチとは，プレーゾーンに並行
する二つの建造物の一部にあたり，この部分に球
技場のマーカーが置かれることが多い。この地域
のベンチは地表面から垂直に壁を形成した後，傾
斜をつけて奥行きを持たせるものが多い（後述の
コパンの球技場/図16,17を参照)。
l5)注5で述べたように，エル・コヨテで2基の球技
場が確認されているので，現時点ではっきりと確
認できるホンジュラスの球技場数は13遺跡で16基
だと筆者は考えている。
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